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7
月
19
日
か
ら
28
日
に
ト
ル
コ
・
サ

ム
ス
ン
県
で
開
催
さ
れ
た
第
23
回
夏
季

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
サ
ム
ス
ン

2
0
1
7
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

政
策
学
部
2
年
の
村
木
玲
奈
（
む
ら
き 

れ
な
）
さ
ん
が
、
日
本
代
表
女
子
デ
フ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て

● 

デ
フ
バ
レ
ー
と
は

　
デ
フ
（
聴
覚
障
害
者
）
に
よ
る
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
こ
と
。
チ
ー
ム
メ
イ

ト
の
声
、
審
判
の
笛
の
音
、
ボ
ー
ル

を
は
じ
く
音
な
ど
が
聞
こ
え
な
い
状

態
で
プ
レ
ー
を
す
る
。
ま
た
、
最
高

峰
の
国
際
大
会
と
し
て
は
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
あ
る
ほ
か
、
世
界
選
手
権

な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
。
コ
ー
ト
や

用
具
、
競
技
形
式
な
ど
一
般
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
ル
ー
ル
と
同
じ
で
あ
る
。

（
ネ
ッ
ト
の
高
さ 

男
子
2
・
43
ｍ
、
女 

子
2
・
24
ｍ
）

● 

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は

　
聴
覚
障
害
者
の
世
界
規
模
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
こ
と
で
、「
デ
フ
（
聴
覚
障

害
者
）」
と
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
を
組
み

合
わ
せ
た
言
葉
。
障
害
者
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
し
て
は
4
年
に
一
度
「
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
が
開
か
れ
て
い
る

が
、
聴
覚
障
害
者
は
参
加
が
認
め
ら

れ
て
い
な
い
。
他
の
障
害
に
比
べ
て

身
体
能
力
が
高
い
と
い
う
理
由
で
あ

る
。
一
方
で
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
よ

う
な
集
団
競
技
に
お
い
て
、
意
志
の

疎
通
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
た
め
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
の

高
い
大
会
へ
の
出
場
は
困
難
に
な
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
戦
前
よ
り
、「
世
界

ろ
う
あ
者
競
技
大
会
」
を
4
年
ご
と
に

開
催
。
2
0
0
1
年
イ
タ
リ
ア
大
会

か
ら
I
O
C
（
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
）
よ
り
承
認
を
受
け
、「
デ
フ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」
に
改
称
。

デ
フ
（
聴
覚
障
害
者
）バ
レ
ー
ボ
ー
ル

女
子
チ
ー
ム　

16
年
ぶ
り
の
金
メ
ダ
ル
！

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
部 

2
年
の

村
木
玲
奈
選
手
、
手
話
で
国
歌
斉
唱
。

　

経
営
学
部
経
営
学
科 

古
川
裕
康
助
教
の
著
書

が
、
7
月
8
日
に
開
催

さ
れ
た
「
異
文
化
経
営

学
会
研
究
大
会
」（
於
：

立
正
大
学
）
に
お
い
て
、

2
0
1
7
年
度
学
会
賞

（
著
書
の
部
）
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
書
は
7
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
「
多
国
籍
企

業
学
会 

第
10
回
全
国
大
会
」（
於
：
日
本
大
学
）
に
お
い

て
も
第
8
回
学
術
研
究
奨
励
賞
を
受
賞
し
、
W
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

● 

著
書
の
概
要

　
本
書
は
、
ど
の
よ
う
な
文
化

を
持
つ
国
や
地
域
に
、
ど
の
よ

う
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
展
開

し
た
ら
効
果
的
な
の
か
と
い
っ

た
点
を
ブ
ラ
ン
ド
・
イ
メ
ー
ジ

の
観
点
か
ら
検
証
し
た
も
の
で

す
。
そ
の
う
え
で
グ
ロ
ー
バ
ル
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
へ
の
指
針
を

模
索
・
提
示
し
て
い
ま
す
。
詳

細
な
先
行
研
究
の
渉
猟
と
、
企

業
が
展
開
す
る
戦
略
を
W
e
b

上
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
数
値
化
し

分
析
に
用
い
た
手
法
が
特
徴
的

で
、
異
文
化
と
い
う
変
数
を
考

慮
し
て
検
証
を
実
施
し
て
い
る

点
が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

● 

受
賞
著
書
作

『
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ブ
ラ
ン
ド
・

イ
メ
ー
ジ
戦
略
』

異
な
る
文
化
圏
ご
と
に
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
最
適
化
を
探
る

  

2
0
1
6
年 

／ 

白
桃
書
房

経
営
学
部 

古
川
裕
康
助
教
が

学
会
賞
を
受
賞

井上選手、野瀬監督（写真左）とともに山口副学長（写真右）へ
勝利の報告 （写真右）熊谷俊人千葉市長を表敬訪問

（写真左）対ウクライナ戦の村木選手　　　　　  写真提供：一般財団法人 日本ろうあ連盟

　

8
月
20
日
か
ら
24
日
に
台
北
で
行
わ
れ

た
第
29
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技
大
会

に
お
い
て
、
本
学
経
営
学
部
3
年
生
の
井

上
舞
子
さ
ん
が
78
㎏
超
級
の
日
本
代
表
選

手
と
し
て
出
場
し
、
第
3
位
に
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
女
子
団
体
戦
に
も

出
場
し
、
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
応
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

第
29
回 

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技
大
会  

第
３
位 

女
子
柔
道
部 

井
上
舞
子
選
手

淑
徳
大
学　

学
長　

磯い
そ
お
か岡

　
哲て

つ
や也

　

こ
の
学
部
に
入
学
し
て
、
様
々
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
市
役
所
の
方
と
一
緒
に

取
り
組
み
、
と
て
も
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
か
ら
公
務
員
の
仕
事
に
興

味
を
持
ち
昨
年
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
、
私
も
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
仕
事

を
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
部
活

や
サ
ー
ク
ル
活
動
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
の
良

さ
も
知
り
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
仕
事
も
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
生

や
仲
間
と
共
に
試
験
に
向
け
て
勉
強
し

て
公
務
員
に
な
り
、
卒
業
後
も
市
の
職

員
と
し
て
淑
徳
大
学
に
関
わ
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

COVER PERSON　表紙の人　No. 218

コミュニティ政策学科  3年

加
か の う

納 由
ゆ い

惟 さん 

表彰台にて（右から5番目中央が村木さん） 　      写真提供：一般財団法人 日本ろうあ連盟

優
勝
に
貢
献
。
見
事
16
年
ぶ
り
の
金
メ

ダ
ル
に
輝
き
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
「
君

が
代
」
が
流
れ
、
手
話
で
の
国
家
斉
唱

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
帰
国
後
、
9
月
4
日
に
熊
谷
俊

人
千
葉
市
長
を
表
敬
訪
問
、
金
メ
ダ
ル

の
報
告
を
い
た
し
ま
し
た
。

12



学生生活実態調査　　大学の志望動機

淑徳生の３人に２人が「第一志望」
 　まず、淑徳大学の入学時点での志望順位について見

てみましょう。大学全体の傾向をみると「第一志望」

が64.7％、「第二志望」が16.5％、「第三志望以下」

が18.5％、「無回答」が0.3％でした。淑徳大学に入

学する時点で３人に２人は第一志望であったというこ

とになります。一般に、私立大学の入試では、入学者

の約５割がＡＯ入試や推薦入試での合格者と言われま

す。その多く場合が「専願」が条件になるので、受験

校を決める段階でその大学のことをよく理解して「こ

こが第一志望」と決めて受験することになります。

　一方、一般入試では併願受験をする人が多いの

で、他に第一志望校があった学生が入学する場合も

少なくないと言えます。学部別の集計では、第一志

望入学者の割合が総合福祉学部（73.2％）と人文学部

（68.4％）でとくに高い傾向が見られました。

将来につながる専門的な学び
 　次に、「淑徳大学を選んだ動機」について17項目を

用意し、複数回答方式できいた結果が右のグラフです。

大学全体の傾向をみると、上位には「所属する学科・

コースの専門的な勉強がしたかった」（57.0％）、「免

許や資格を取得できると思った」（48.8％）、「将来つ

きたい仕事に必要な勉強がしたかった」（46.5％）が

並びました。専門的な勉強をして将来目指す仕事に就

くことが、大きな志望動機になっているようです。こ

の傾向は前回（第６回）の調査結果でも同様でした。淑

徳大学は1965年に福祉系の単科大学として開設され、

当時から一貫して「実学教育」を掲げていますから、

志望動機にもそれが反映されています。「オープンキャ

ンパスに参加し、印象が良かった」（24.4％）、「実践的・

実学的な教育方法に魅力を感じた」（15.0％）、「キャ

ンパスの施設、設備が気に入った」（11.0％）にある

ように、キャンパスを実際におとずれ大学の特色に触

れて、入学を決めた人が多いことがわかります。

データで見る！
みんなのキャンパスライフ

淑徳大学

学生生活実態調査
4年おきに実施している「学生生活実態調査」の
結果をもとに、気になるデータを紹介します！

キャンパス 千　葉 千 葉 第 二 埼　玉 東　京
大学　計

学　部 総合福祉 コミュニティ政策 看護栄養 経　営 教　育 国際コミュニケーション 人　文

回答数 1,538 283 637 563 379 4 348 3,752
回答率 83.8％ 67.9％ 86.4％ 75.8％ 86.7％ 80.0％ 79.6％ 81.4％

【目的】
淑徳大学の自己点検・評価の一環として、学生が大学での学び等
に対してどのように考え、どのような学生生活を送っているかを把
握し、今後の大学のあり方を考える上での基礎データを収集する

【調査対象】
平成29年6月15日時点で在学している学部生（休学者を除く）

【調査方法】
学内システムS-Naviのアンケート機能を使用し、インターネット
調査により実施

【調査実施期間】
平成29年6月15日（木）〜 平成29年7月13日（木）

【有効回答数】
3,752  （回答率81.4％）

大学の志望動機
縁あって入学した淑徳大学。大学進学を考える際、数多くの大学の中から
なぜこの大学を選んだ？志望順位は？…その辺りをきいてみました！

第7回 学生生活実態調査
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あなたにとって淑徳大学の志望順位は？

第一志望

64.7％

第二志望

16.5％

第三志望以下

18.5％

無回答

0.3％

特　　集

淑徳大学を選んだ動機は？（複数回答可）

所属する学科・コースの専門的な勉強がしたかった

 免許や資格を取得できると思った

将来つきたい仕事に必要な勉強がしたかった

自宅から通学できる

自分の勉強をしたい科目がある

オープンキャンパスに参加し、印象が良かった

自分の学力に合っていた

実践的・実学的な教育方法に魅力を感じた

高校や予備校の先生にすすめられた

キャンパスの施設、設備が気に入った

就職率が高い、もしくは就職先が良い

家族や親類にすすめられた

専門以外の科目も勉強できると思った

サークル活動や課外講座に魅力を感じた

友人や先輩にすすめられた

伝統や建学の精神に魅力を感じた

海外留学・研修に魅力を感じた

その他

所属する学科・コースの専門的な勉強がしたかった

 免許や資格を取得できると思った

将来つきたい仕事に必要な勉強がしたかった

自宅から通学できる

自分の勉強をしたい科目がある

オープンキャンパスに参加し、印象が良かった

自分の学力に合っていた

実践的・実学的な教育方法に魅力を感じた

高校や予備校の先生にすすめられた

キャンパスの施設、設備が気に入った

就職率が高い、もしくは就職先が良い

家族や親類にすすめられた

専門以外の科目も勉強できると思った

サークル活動や課外講座に魅力を感じた

友人や先輩にすすめられた

伝統や建学の精神に魅力を感じた

海外留学・研修に魅力を感じた

その他
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学生生活実態調査　　人間関係＆悩み相談 学生生活実態調査　　大学の満足度

授業の時間割

履修指導・履修相談

教員の学生に対する対応

オフィス・アワーの利用のしやすさ

事務局職員の学生に対する対応

図書館（室）の蔵書

図書館（室）の開館時間

図書館（室）の座席数・設備
（パソコン・ビデオ・コピーなど）

パソコンが設置されている教室の利用時間

利用できるパソコンの台数

食堂の快適さ

購買・売店の使いやすさ

サークルの部屋の使いやすさ

学生が自由に使えるスペース

グラウンドの使いやすさ

スクールバスの使いやすさ

保健相談室・保健室の利用しやすさ

学生相談室・学生総合相談支援室の
利用のしやすさ

キャリア支援センター・室の利用しやすさ

キャリア支援センター・室の支援プログラム・
就職イベント

0	 10	 20	 30	 40	 50	 60	 70	 80	 90	 100（％）

不満満足 やや不満 該当しないやや満足 無回答

Yes　46.4％

大学の満足度
志望動機に続き、実際に大学に入学してからの
淑徳大学に対する満足度についても質問しました

あなたは全体的に淑徳大学をどう評価していますか？

大学で新しい友人ができましたか？

大学にハラスメントの窓口が
あることを知っていますか？

大学内の友人関係に悩みがありますか？

大学内に悩みを相談できる友人は
いますか？

大学内に悩みを相談できる教職員は
いますか？

大学の教育環境についての満足度は？

Q

全体的な評価では、７割が「満足」
 　淑徳大学の全体的な評価を「満足している／やや満足し

ている／やや不満である／不満である」の４択できいたとこ

ろ、もっとも割合が高いのは「やや満足」（54.2%）で、「満

足」（15.8％）と合計すると70.0％になります。これは、前

回（第６回）の調査結果から10.2ポイントの上昇で、学生

の満足度が改善していると言えます。なお、学年別にみる

と「満足」と「やや満足」はそれぞれ、１年次生（23.6％、

59.9％）、２年次生（11.3％、53.9％）、３年次生（11.6％、

49.7％）、４年次生（15.2％、51.4％）で、とくに1年次生

の満足度が高い結果となっており、「満足」と「やや満足」を

合わせると83.5％に上りました。

４人に１人が友人関係の悩みを
抱えていることが浮き彫りに
 　右の円グラフの4つの設問に対し、「あてはまる／

ややあてはまる／ややあてはまらない／あてはまらな

い」の４択で回答をしてもらいました。まず、「大学で

新しい友人ができましたか？」では、「あてはまる」と

「ややあてはまる」の合計は95.3％でした。そして、「大

学内の友人関係に悩みがありますか？」に対しては、

同様の合計が27.5％という結果でした。つまり、４人

に１人の学生が友人関係において何らかの悩みを抱え

ていることが伺えます。さらに、「悩みを相談できる

友人」がいる人は79.0％、「悩みを相談できる教職員」

がいる人は37.2％という状況が見えてきました。

教育環境への満足度では
キャンパスによる違いも
　具体的にどのような点で満足度の高低

があるかを確認するため、20項目を挙げ

それぞれに対し「満足している／やや満

足している／やや不満である／不満であ

る／該当しない」の５択できいた結果が

左のグラフです。回答者の学年やキャン

パスによっては「該当しない」（黄緑）の

比率が高い項目もありますが、グラフの

暖色部分（オレンジ＋黄色）と寒色部分

（青＋水色）とのバランスで、満足度の傾

向を確認することができます。　　

　キャンパスや学部によらず総じて満足

度が高かった項目は「図書館（室）の開館

時間」「事務局職員の学生に対する対応」

「教員の学生に対する対応」でした。一

方、キャンパスによる満足度の違いが顕

著だったのは、「図書館（室）の蔵書」「パ

ソコンが設置されている教室の利用時間」

「利用できるパソコンの台数」「食堂の快

適さ」「購買・売店の使いやすさ」「キャ

リア支援センター・室の利用しやすさ」

「キャリア支援センター・室の支援プログ

ラム・就職イベント」でした。大学側で

も今後の是正策を検討する予定です。
人間関係＆悩み相談
入学時点では、ほとんど友人がいない状況からスタートする人が大半。
友人関係や悩み相談の状況についても、今回の調査できいてみました

知っておきたい相談窓口
　淑徳大学の各キャンパスでは、学生生活に
ついての相談窓口を設けています。カウンセ
ラーによる相談やアドバイスを行っているほ
か、ハラスメント（嫌がらせ、いじめ等）に関
する相談に対応するためにハラスメント相談
員を配置し、相談者の意向や希望を尊重しな
がら一緒に解決方法を探す体制を整えていま
す。相談内容は、相談者の承諾なしにハラス
メント相談員以外に漏れることはありません
から安心して相談ができます。友人や家族に
相談しにくいからと言ってひとりで抱え込ま
ず、これらの窓口をぜひ活用してください。

不満である

6.8％

無回答 1.6％

やや満足している

54.2％

満足している

15.8％

やや不満である

21.6％

あてはまる

83.6％

あてはまる

9.0％

あてはまる

49.7％

ややあてはまる

11.7％

ややあてはまる

18.5％

ややあてはまる

22.3％

ややあてはまる

29.3％

ややあてはまらない
2.9％

ややあてはまらない

29.9％

ややあてはまらない

27％

ややあてはまらない

11.6％

あてはまらない1.3％

あてはまらない42.1％

あてはまらない8.9％

あてはまらない

35.6％

無回答

0.5％

無回答

0.5％

無回答

0.5％

無回答

0.3％
あてはまる

14.9％
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学生生活実態調査　　アルバイト学生生活実態調査　　生活習慣＆生活環境

● アルバイト代の主な使い道
生活費 62.6％

旅行・レジャー 33.2％

通学費（定期代など） 30.4％

交際費 28.8％

携帯電話・インターネット代 25.4％

学費 15.4％

課外活動 10.2％

留学 0.7％

ダブルスクール代 0.7％

その他 12.3％

Yes　73.7％

Yes　45.4％

10時間未満
18.7％

20〜29時間

21.6％

30時間以上

6.6％

無回答

0.7％

10〜19時間
52.4％

学
生
生
活
実
態
調
査
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　 

　

学
生
の
皆
さ
ん
、
学
生
生
活
実
態
調
査
の

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
の
紙
面
で
結
果
の
す
べ
て
は

ご
報
告
で
き
ま
せ
ん
が
、
ま
も
な
く
で
き
る

報
告
書
の
冊
子
は
、
各
図
書
館
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
し
、
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

ア
ッ
プ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
調
査
で
も
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に

多
く
の
学
生
が
自
分
の
将
来
を
見
据
え
、
そ

の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
勉
強
を
す
る
た
め

に
本
学
に
入
学
し
、
日
々
の
学
生
生
活
を
送

っ
て
い
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
学
の
全
体
的
評
価
と
し
て
は
、「
満
足

／
や
や
満
足
」
が
70
％
に
上
り
ま
し
た
が
、

大
学
の
教
育
環
境
、
大
学
で
の
人
間
関
係
、

ま
た
、
大
学
外
で
の
生
活
に
関
す
る
調
査
結

果
に
は
学
部
別
の
特
色
も
見
ら
れ
、
学
生
の

皆
さ
ん
が
日
頃
感
じ
て
い
る
問
題
点
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
結

果
を
大
学
全
体
お
よ
び
各
キ
ャ
ン
パ
ス
が
、

分
析
・
検
討
し
、
今
後
の
学
生
生
活
改
善

の
た
め
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
こ
の
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
、
学
生
、
教
職
員
の
皆
さ
ま
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

第
７
回 

学
生
生
活
実
態
調
査
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　

鈴
木 

恵
理
子

アルバイト
大学生の多くが、何らかのアルバイトをしながら勉学と両立しています。
時間や家計の上でアルバイトの影響度が大きくなっている状況が見えました。

「授業期間中もバイト」が主流に
 　アルバイトの実施状況についてきいたところ、ア
ルバイトをしている人は76.5％で、学部別では教育
学部が86.0％ともっとも多く、人文学部が66.1％
でやや少ない傾向がみられました。そして、月あた
りのアルバイト代（複数のアルバイトをしている人
は合計額）は、「４～７万円未満」が41.8％でもっと
も多く、次いで「７～ 10万円未満」が25.9％、「１～
４万円未満」が24.8％と続きました。大学の授業の
ある期間（４月～７月）における週あたりの平均アル
バイト時間数は、「10 ～ 19時間」が52.4％でもっと
も多かった一方、「30時間以上」と回答した人も6.6％
いました。

アルバイト代の多くが生活費に
 　アルバイトの職種（８項目を挙げ複数回答）では、

「飲食業」51.9％、「販売」33.7％の２職種が圧倒的に
多い結果でした。教員・保育士を目指す学生の多い教
育学部では「塾講師・家庭教師など」が11.0％で他学
部に比べ高いという傾向も見られました。そして、ア
ルバイト代の主な使い道については、右下表の9項目
で該当するものを複数回答できいたところ、もっと
も多かったのは「生活費」の62.6％で、「通学費（定
期代など）」30.4％、「携帯電話・インターネット代」
25.4％、「学費」15.4%とあわせて、大半の大学生の
大学生活を支えるうえでアルバイトが欠かせない状況
であることが伺えました。なお、「その他」の自由記
述欄には、「趣味」「娯楽」「貯金」が多く記載されて
いました。

大学生には酒・タバコより
スマホ・PCが必需アイテムに
 　大学生の中には、成人して飲酒や喫煙を嗜む人も。そこで、

「喫煙の習慣がある」かをたずねたところ、「あてはまる」と「や
やあてはまる」を合計すると7.5％でした。学部別では看護栄
養学部がもっとも低い結果でした。「飲酒の習慣」は、「あては
まる」と「ややあてはまる」の合計が24.3％で、4人に1人が
飲酒の習慣があるという傾向は学部によらず共通でした。
　一方、時代を顕著に反映しているのが、スマートフォン
やタブレットの所有率の高
さでした。どの学部でもほ
ぼ100％に近い学生が所有
しています。パソコンの所
有率はそれよりは少し低い
89.6％でした。

健康な身体づくりにつながる
食生活と運動習慣の実態は？
 　大学生になると、各自の時間割で自己管理することが増え
ます。その中でポイントになるのが、朝食と運動習慣。まず、「朝
食を毎日食べていますか？」という設問では、「あてはまる」も
しくは「ややあてはまる」と回答した人は73.7％でした。一方
で「ややあてはまらない」もしくは「あてはまらない」と回答
した学生は26.1％で、４人に１人が朝食をあまり食べない派

と言えます。同様に「運動
の習慣」についてもきいた
ところ、運動習慣がある派
とそうでない派が二分する
結果でした。背景には毎日
の忙しさがありそうです。

アルバイトをしていますか？

朝食は毎日食べていますか？
（あてはまる＋ややあてはまる）

運動の習慣はありますか？
（あてはまる＋ややあてはまる）

月あたりのアルバイト代は？

週あたりの平均アルバイト時間は？

Yes　7.5％

喫煙の習慣はありますか？
（あてはまる＋ややあてはまる）

Yes　24.3％

飲酒の習慣はありますか？
（あてはまる＋ややあてはまる）

Yes　98.9％

スマートフォンやタブレットを
持っていますか？

Yes　89.6％

自宅に自分が使用できる
パソコンがありますか？

Yes　76.5％

生活習慣＆生活環境
充実した学生生活をおくるうえでは、毎日の生活習慣や生活環境も重要！
大学では見えにくい、学生の皆さんの生活の様子についても質問しました。

1〜4万円
24.8％

4〜7万円
41.8％

7〜10万円
25.9％

10万円以上

5.4％

1万円未満　1.4％無回答0.7％
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Photo × Photo

2016年経営学部卒業。同4月、いるま野農業協同組合宮町支店入組。

社会のしくみを知りたいと大学時代は経営学を学び、その中で金

融にも関心を持ちJAに入組。中学生から野球を始め、大学でも軟

式野球部に所属した。来年には結婚を控え、新居を建築中。

【 軟式野球部】一学年
上の先輩たちとの最後
の試合では、寂しくも
ありましたが、繋がり
の大切さを感じました。

【富士山登頂】初めて
の登山で苦労しました
が、登頂した時の達成
感は忘れられません。
学生時代の大きな挑
戦となりました。

【海外語学研修（短期）】
ホストファミリー や他
大学の学生達との関わ
りから、文化や物事に
対するさまざまな価値
観を体感しました。
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「淑徳大学広報誌」に関するご意見、ご感想などのメールをお待ちしております! reply@soc.shukutoku.ac.jp

千葉キャンパス
総合福祉学部　コミュニティ政策学部　大学院 総合福祉研究科

〒260-8701  千葉県千葉市中央区大巌寺町200
TEL：043-265-7331

千葉第二キャンパス
看護栄養学部　大学院 看護学研究科　

〒260-8703  千葉県千葉市中央区仁戸名町673
TEL：043-305-1881

埼玉キャンパス
国際コミュニケーション学部　　経営学部　教育学部

〒354-8510  埼玉県入間郡三芳町藤久保1150-1　
TEL：049-274-1511

東京キャンパス
人文学部　淑徳大学短期大学部

〒174-0063  東京都板橋区前野町6-36-4
TEL：03-3966-7631

　今号『Together』の発刊時は中秋満月の時期に当たる。カレンダー

上では10月4日は陰暦8月15日、つまり中秋の節句である。毎年日に

ちは違うが、10月号の編集と出版は、中秋時分になるのだ。

　『Together』編集後記を担当するのは2年前の207号以来で、今回

は3回目になる。振り返ってみると大体2年に1回は回ってきている。

ということは、『Together』編集チームに加わって5年になり、編集し

ながら中秋の名月を5回迎えたことになる。来年こそは編集の仕事

がない中秋かな(^^) でも、少々寂しい気もするか。

　中国の諺に、「人は喜びに合うと気分は爽快になり、お月様は中

秋になると取りわけ明るく輝く」というものがあるが、発刊時に明る

い満月が見えると良いなと期待している。そしてこの諺に因んで、読

者の皆様が爽やかに過ごされることを願う。（雁）

知識モリモリ　健康モリモリ
 ―今回は看護学科 大野 美千代 先生に
　 伺いました。

vol.18
学園祭＆ホームカミングデー
のお知らせ

東　京 Campus

第54回 淑徳祭 〜つきかげ祭〜

Power of smile 〜飽きない秋にしてやるぜ〜

開催日11月18日　 ・19日土 日

埼　玉 Campus

第22回 淑徳祭
ささえ愛 〜みんなでつくる淑徳祭〜

開催日10月21日　 ・22日

ホームカミングデー
10月21日（土）

【特別講演会 （教育学部 特別企画）】13：00 〜
「特別な教育的支援を必要とする子ども
への支援について」
　講師：川越市立特別支援学校　校長　吉野 和仁 先生

【懇親パーティ】　15：00 〜（埼玉キャンパス「シルクロード」にて）

土 日

詳細はホームページをご確認ください

千　葉 Campus

土 日

第51回 龍澤祭
50＋1 

–51回目こんにちはwith SU–

開催日10月28日　 ・29日
28日には、よしもとお笑いライブ開催！

ホームカミングデー10月28日（土）12：30 〜
【講演会】12：50 〜「木浦共生園と私 ― 淑徳の学びと実践 ―」
 講師：社会福祉法人こころの家族　理事　田内 緑 氏

【特別企画】13：50 〜「寮生放談」
 大慶寮VS第一男子寮、ラグビー部OBほか

【懇親会】15：15 〜

龍澤祭実行委員会 一同より

　昨年度は第50回龍澤祭を成功させて、大きな節目を迎えることが出来ました。
　今年度は「50+1」というテーマを掲げ、龍澤祭の歴史を1から築いていこうとい
う気持ちを持って取り組みました。回を重ねるごとに伝統は積み重なり厚くなって
いき、今の龍澤祭の姿があります。これから先も新しい龍澤祭の色を1つずつ加え
ていき、龍澤祭の歴史を築き上げていきたいと思います。

千　葉埼　玉 東　京
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